
岐阜県福祉サ－ビス第三者評価事業評価結果表 

平成 31年 4月 1日改正 

（平成 31年 4月 1日適用） 

①第三者評価機関名 

特定非営利活動法人 岐阜後見センター 

 

②施設・事業所情報 

名称：梅林こども園 種別：幼保連携型認定こども園 

代表者氏名：竹 中 弘 子 定員（利用人数）： １０６ 名 

所在地：岐阜市中道北２３８－１                        

TEL：０５８‐２４５‐８９４９ ホームページ：https：//www.bairnkodomoen.com/ 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日  平成２０年４月１日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：社会福祉法人 健育会 

 職員数 常勤職員：     １７ 名 非常勤職員    １８ 名 

 専門職員 （専門職の名称）     名  
保育教諭     ３２ 名  調理員      ４ 名 

 保育士       １ 名     栄養士      １ 名 
 事務員       １ 名 看護師      １ 名 

 施設・設備

の概要 

（居室数） （設備等） 

 保育室      １２ 室 体育室 ふれあい室 遊戯室 

給食室 

 

③理念・基本方針（※転載） 

 

保育の理念 

◆ 子どもの最善の利益を保障します。 

  可能性に満ちたすべての乳幼児の幸せのために、子どもの主体性を尊重し、一人一人 

  の人権を守ります。 

   

◆ 子どもにとって最もふさわしい生活の場を保障します。 

 すべての子どもが安心できる環境の中で、遊びを通して学びの芽を育みます。職員は、 

専門性や人間性を発揮し、愛情と信頼に満ちた環境の中で子どもの自己肯定感を育み、 

養護と教育が一体となった質の高い保育に努めます。 

 

◆ 援助や地域における支援を積極的に進めます。 

 保育所に入所している子どもの保護者とともに成長の喜びを共有し、子育てを支えて 

いきます。また、地域の子育て家庭への支援にも努めます。 



 
基本方針 
Ⅰ 子どもの発達援助 

Ⅱ 子育て支援 

Ⅲ 地域の住民や関係機関との連携 

Ⅳ 運営管理 

  
保育の目標 

 ◎ なんでもちょうせんし 
がんばる子 

 ◎ おもいやりのきもちをもてる 
やさしい子 

 ◎ おおきくねをはり 
じっくりのびる子 

 

 

④施設・事業所の特徴的な取組（※評価機関において記入） 

 

１．週 1 回、体育指導員を招いて、体育遊びを通して健康な身体づくりを行っている。 
２．園庭での野菜作りや育てた野菜を用いてのクッキングを通して、食育活動に力を入れてい

る。 
３．毎月、英語講師による英語遊びを行っている。 
 

 

⑤第三者評価の受審状況 

 評価実施期間 

 

令和 ２ 年 ８ 月 １９ 日（契約日） ～ 

令和 ３ 年 ３ 月 １９ 日（評価結果確定日） 

 受審回数（前回の受審時期）     ３ 回（平成２７年度） 

 

⑥総評 

◇特に評価の高い点 

＜ＩＴＣ化の促進に力を入れ、業務の効率化を図っている。＞ 

 保育園専用業務支援システムを導入し、「コドモン」システムの機能を活用する等、業務の効 

率化が進められている。また、「子どもネット」によるネット配信体制が整備され、迅速な情報 

交換に役立っている。 

 

＜食育活動・体育遊びを２本の柱として取り組んでいる。＞ 

 子どもの生きる力づくりのための食育活動や、生きるための健康な身体づくりとして体育遊 

びに力点を置いた保育を実践している。例えば、広い園庭の畑を活用し、種まきや水やりを 

行う等子どもと一緒に野菜を育て、収穫した野菜を使ったクッキングの機会を設けたり、給食 



だよりの配布やサンプル展示をしたり、収穫した野菜を家庭に持ち帰り、保護者も一緒に味わ 

えるよう工夫している。また、毎月、体育指導員を招いて、体育遊びを行っている。 

 

＜豊かな自然を活かした保育環境が整備されている。＞ 

市内の中心部に位置しながらも、梅林公園、樫森公園、金華公園等が近くにあり、山に隣接

する等、豊かな自然に恵まれた環境にあり、山登りや散歩等を通じて、四季の自然を活かした

保育が実践されている。 

 

 

◇改善を求められる点 

＜マニュアルの定期的な見直しの仕組みに向けた取り組みに期待したい。＞ 

 園には各種マニュアルが整備され、ファイルに整理されている。保育サービスの標準化やサ

ービスの継続性の観点から、今後とも、マニュアル類の定期的な見直しの仕組みに向けた取り

組みに期待したい。 

 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

 
今回の福祉サービス第三者評価の受審を通して、保育の在り方や園の運営全般について見直

す良い機会となりました。評価では、よい点や改善すべき点などにつきましてご指摘を頂き有

難うございました。子ども、保護者、地域の方々にとって、最善の保育を心がけてきたつもり

ですが、細かなチェックをして頂く中で見直しすべきことが見つかり、今後、職員とこの評価

表をもとにして、研修を行い、より、地域や子ども、保護者に還元できるこども園と成長して

いきたいと考えております。 
 

 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙の「第三者評価結果」に記載している事項について公表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


